
パ ッ チ ワ ー ク ・キ ル トに つ い て

1.は じめ に

奥 平 志づ江

原 ますみ

布,又 は皮等の端布(パ ッチ)を 接 ぎ合 わせた表布(キ ル ト・トップ)と,裏 布(パ

ッキ ング,又 はライニ ング)の 間 に詰物(パ デ ング,又 は フィラー)を して一緒 に刺 し

子(キ ル テ ィング)に した ものをパ ッチ ワーク ・キル ト(PATCHWORKQUIL

T)と 言 ってい る。パ ッチ ワークと言えば殆 ん どキル ト(刺 し子)仕 上げにな って いる

か ら,パ ッチワークもキル トもパ ッチワーク ・キル トの意で ある。又個々のパ ッチを接

がず に,台 布 にアップ リケ した場合 もパ ッチワー クに含 まれ る。 アメ リカ ン・ア ンテ ィ

ーク ・キル トは最近特 に見 直され ,デ パ ー トの手芸 コーナーや雑誌等 に も数多 く紹介 さ

れて,こ の頃 ブームの感が ある。 このよ うに,キ ル トが急 に脚光を浴び,人 々の歓心 を

買 うようになったのは,布 が得難 く貴重で あった頃の人 々の工夫 と芸術 が,懐 古趣味 も

手伝 って再評価 されたためで あろ う。個 々の作 品を観察す ると何れ も個性 的で奇抜 な配

色,構 図を凝 らした ものが多 いのに驚 く程であ る。

2.キ ル トの由来と種類

キル トとい う言葉 は,ラ テ ン語 の 「CULCITA」(詰 め物 を した袋)に 由来 した呼

び名で あ る。 キル トは古代 か らあ った手芸で,エ ジプ トの第一王朝時代の ファラオ(紀

元前3400年 頃)の 象牙 の彫刻 にキル トされ たマ ン トが彫 られている。又ガゼル(か も鹿

の一種)の 皮 を接 いで作 った天幕(紀 元前980年 頃)が,カ イロのブー ラック博 物館 にあ

る。紀元前100年 ～200年 頃の蒙古 の墓 の床 には,木 と動物 のア ップ リケを渦巻 き状 に

キル トした じゅうたんが発見 され ている。 サラセ ンの騎士達が,着 心 地 の 悪 い鎧 の下

に,防 寒 を兼 ねて着用 していたキル ト(図1)が12世 紀 に,十 字軍 により ヨーロッパ に

もた らされ,貴 族の婦人達の間にキル ト作 りが広 ま った。18世 紀頃 のイギ リスでは,キ

ル トが,ベ ッ トカバ ーや女子用 のペテ ィコー ト(図2)に も利用 され るよ うにな った。

ビク トリア ン ・ク レージー ・キル ト(図3)は この時代 の秀れ た創作であ り,あ りきた

りの端布 を無作為 に接 ぎ合わせた素晴 らしいもので,今 なお特異 な人気を もってい る。
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ア メ リカ ン ・ア ンテ ィー ク ・キ ル トは,17世 紀 に イ ギ リス が プ リテ ィ.ッ シュ ・キ ン グ

(図1)、キルティングされた鎧の下衣
スペイジ16世紐

ダムを確立 した頃 にさかのぼる。 アメ リカ大

陸に渡 った移住者に とって,食 糧や衣類 ・寝

具億特 に大切な ものだ った。厳 しい生活環境

と貧困 の中でゴ保 温 と倹約 の必要 か ら,着 古

した衣類を小切れに して綴 り合わせ,キ ルテ

ーイン グを余儀な くされたので ある。 今 か ち

(図3)オ ペ ラ歌手のクレージーキル ト(1893年 作)
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100年 程前の北 アメ リカを舞台 に した 「イシ ガルスー家の物語」 の文 中に も 「キル トの

上で灘 」 とか・ 「キ・レトを ドアの代 り1こ鮒 る」な どと書 かれて い る・1840年 か ら192°

年頃が キル トゐ最盛期で,こ の頃の アメ リカ女性 たち は,'生 涯 を通 じて数多 くの キル ト

を作 りあげた。 キル トが盛んにな った一 つの要因 と して,「 キルテ ィング ・ピー」(QU

I:IT'INGBEE)を あげるζ、と麹 きる・キ・レテ舷 は・創作 とコ,1・ユニケ凸シ

・響 ねた社交の集 いには働 作業であり・大勤 人謝2て キル トを刺す姿

が・縫 鰐 て い るところ か戸尋 ㊥多がついたよ うで ある・南 北戦争(1861～65)の 頃

の1'「勲 財テ ぐング ・/¥°=一テ 絶一」、とい う絵(図4)に は,?当 時の光景 が描かれてお り,

キンG:.:ワニグ が家庭生活 の中で大辺 に育 まれてきた事 を うかが い知 ることがで きる。 キ
ヒィたほ コ トの

ル寧 イツ グ ・ピーを通 して隣人愛演生 まれ,結 婚祝 に ブライ ド・キル ト,成 人祝 に ブ リー.

キ鳳 災害の見Zフ レン ドシップ.キ ル ト等が贈 られ た。現在で もワシン
緊 蝋 、・

ト翻 のオ畝 地方では・ ミ蠎 ・ぐレ病 院後援会 という奉仕を目的 としたキルティ

ゾ變響 合一があると言われる。デタリカン・アンティーク、・キル トの中で特筆すべきも

の に,ア ミツ シ ゴ ・キ ル ト(AMISHQUILT)と ハ ワ イ ア ン ・キ ル ト(HAWA

IIANQUILT)が あ る。 ア ミッ シュ ・キ ル トは,ス イ スか ら ドイ ッへ,ド イ ッか

ら米国ぺγシ・ヒバニア州へと300年 近い移民生活を御 峡 明を拒み 贋 素を信条とし

鱒 購 自肆で騨 噸 しているアミッシs生 まれたものである・彼らのキ

(図5-1)讃 美 歌集
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(図5-2)ア ミ ッシュ ・キル ト図案

(図6)ハ ワイア ン ・キル ト

ル トは,生 活のベースで あるキ

リス ト教の讃 美歌集 の表紙(図

5-1)に な らい,簡 素 な無地

の配色を基調 と したもの で ある
じ

(図5-2)。 ハ ワ イア ン ・キ ル

ト(図6)は,1820年,ニ ュ ー

イ ン グ ラ ン ドか ら,友 好 の た め

に ハ ワイへ 渡 っ た宣 教 師 の夫 人

達 が始 めた もので,折 り重ね た布をハサ ミで カ ットして出来 た模様 をア ップ リケ した も

のである。 これには 自然風土 をモチ ーフに したものが多 く,二 色 の原色か らな る左右対

称 の大 きな図柄が特徴で あ る。その他,タ イのメオ族 によるメオ ・クラフ ト(図7),サ

ンブラ ス諸島 に住 む クーナイ ンデ ィア ンのモ ラ(図8)な ど,世 界 の到 るところでキル

ト作 品を見 ることができ る。
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3.キ ル ト ・ トップ の パ タ ー ン

アメ リカ ン ・アンテ ィーク ・キル トのパ ター

ンの種類 は200以 上 あ り,ク レイジー ・キル ト

がその原型で あ るといわれ る。

(1)正 方 形 と三角形 のパ ター ン

トラデ ィシ ョナル ・パ ター ンの中で最 も多い

正方形 は,模 様の1単 位 を4又 は16,64の 同 じ
フオ　

大 きさの正方 形 に分割す る4パ ッチ(図9-1)
ナイン

と,9,36に 分割す る9パ ッチ(図9-2)の

外 に,模 様 の1辺 を5等 分,7等 分 してで きる

碁盤 の目のよ うな単純な ものか ら,そ れを さ ら

に分割 して三角形 と組 み 合 わ せ た複 雑 な もの

(図9-3)ま であり,そ の種類 は多い。三 角形だ

けのパ ター ンは,「 大洋の波」(図9-4)の よ

うに,一っなぎ方 と配色 によって模様 を変える こ

とがで きる。1鸚、 一'

瀞 桷 形と八雛 が ターン
ご宍角形 は

,古 代イ亥 ラム文化 の遺

産 に多 く残 されて いるパ タ門ンで あ

る。その代表的 なもの に,「 お ば あ

さんの花 園」(図10-1)と,ひ し形

に分割 して立体感 を表現 した 「積み

木1(図10-2)が ある。八角形 のパ
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/

ター ンは,三 角形や四角形 と組み合

わ豊た もので,蓬 とに 陳 洋の星」

(図ro-3)の ように星形 を変化 させ ず
丶 ・

葬 ζ 、・

た もの が多 い。・
ぞ 、

(図1Dピ ー ターか らζってポールにやって

(図10-2)積 木

(4)そ の他 のパ ター ン

・アメ リカ開拓時代の初期 に考 案 された 「丸太小

屋」(図12-1)は,ひ も状 の布 を丸太を組 むよ う

に縫 い合 わせて い く素朴なパ ター ンで ある。特殊

・な もので は,土 台布を折 り紙の よ うに折 ちそっな

ぎ,中 央 に別布をはめ込んだ 「大聖堂の窓⊥(図

12-2)、;詰 め物を使わ ず布 だ けを 縫 い縮 め る

軍 ヨー.ヨ・一.・ヰ ル ト」.(図12=3),,プ ロッ久のひ と

つひとつ に綿を詰め,ふ っくらさせて作 る ∫パ フ

.ズ メイン」.(図12-4)が ある。
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4.日 本のパ ッヲ≒ワークとキル ト

洋 の東西 を問わず布 地の稀少価値が認 め られ る生活環境で は,衣 類を繕 ったり,補 強

す るために,,当 布 を縫 い合わせ る方法 は遠 い昔か ら考え られた ことで ある。一片の端布

(パ ッチ)を 縫 い合 わせる こともパ ッチ ワークで あるが,キ ルテ ィングされな ければ キル

トとは言えない。 日本 ではパ ッチワークとキル トが別 々に施 され た作 品が多 く残 って い
よせぎれ

る。 「寄裂」「切 はぎ」 等 はキル トされないパ ッチ ワー クで あり,稽 古着や半纒 を補強 し

た刺 し子 はキル トだけで ある。2種 類以上の小裂 を直接 はぎ合 わせた り,接 ぎ目に別裂
きりぱ

を細 くはさんで縫い合わせる方法や,切 嵌めなどのようなアップ リケ的技法 もあった。

「錦の幡」(正倉院御物)(図13)は 原型がそのまま見 られる奈良時代の幡で,紫 地雲鳥花

弁走羊文と緑地獅子唐花文の三角形の錦を縫い合わせてあり,縫 い代部分 を細い布で覆

い,裏 布はない。上杉謙信の 「金銀襴緞子等縫い合わせ胴服」(上杉神社蔵)(図14)は,
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室町時代の物で,緞 子,綸 子,繻 子等 の名物裂をわ ざと切 ってはいだ贅沢なパ ッチ ワー

クで ある。江戸時代の物 と しては,西 陣織,錦 織,緞 子等 の生地布 を接ぎ合わせて作 ら

れた帯地の 「名物裂縫合せ片側帯」(国立博物館蔵)(図15)

がある。江戸時代末期の大商人,津 国屋藤兵衛 という人が,

日本橋の大丸で唐桟の変わり柄25反 の端を切って半纒を作 ら

せたという昔話 も伝え られている。半衿を継ぎ合わせて作っ

たこたっ布団,手 ぬぐいを接ぎ合わせた浴衣,端 布を継ぎ合

(図14)金 銀襴緞子等縫合せ胴服

(図15)名 物裂縫合せ片側帯

わせたお手弄 など も,キ ル トされないパ ッチ ワークの類で あ る。 これ らに は配色 の工夫

は多少見 られるが,図 柄 と しての意味 は余 りない。金沢で古 くか ら伝 わ る「百徳 もらい」

と呼ばれる産着は,小 さな端ぎれを接ぎ合わせたパ ッチ ワ藁 クで,百 人の人 か ら一枚ず

一19一



っ端切れを分けてもらい,そ れを母親が自分の手で仕上げたものであり,さ まざまな悪

魔から赤ちゃんを守 る靡除けの効能があると言われる。

印度から伝承 された僧侶の袈裟も細かい布の

断片を貼り合わせたパッチ黥 袈 卿6)で あ

る。在家の人達の服装と鮨違い,外 道め人達の
際写 め 一

服鞭 異な嚇 力 ..f
'そ れを 懴 縷」と 「染色」嘩 粟 麹
てあらわし

たので ある。「截 縷 」 とは,τ 枚 の布 を何枚か
つづ

勲 片峨 断髴たものを緲 帥 せ姻 艮にす
る
.:Y,一._染 讐 醜 課 在家で普通

纛鑼蟷 靆雛1謦欝覊灘鐸糶鸚

葬 き清める服」の意味鰐 薪 蓼 という形

zな り,不 浄とおもわれている廃棄物の布を寄

集めて作ったものが,仏 法においでは一番価値

のある袈裟と言われたが,僧 侶の地位の向上に

伴い,上 等の生地が使用され るよう}どなった。奈良時代のもので天台宗延暦寺蔵の 「七
でんそう のうえ

条袈裟」(図17)は 条顎'堤に囲まれた田相部が小裂を接ぎ合わせた柄衣形式(拾 て られた

布で作 られ る意)で 横被が添えてあり,:聖徳宗法隆寺蔵の 「七条袈裟」(図18)は 横被 と

修羅がつく驟 響 式で繍 ・噸 から右脇へ細くかける骸 裟("19)は 旧 露戦争

当時の従軍僧が始めて使用 したものである。

(図it)七 条袈裟 (図18)七 条袈裟
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(図19)肩 袈 裟

5.お わ りに

パ ッチワーク ・キル トに関心 を持 った動機 は
,ア メ リカ

ン ・キル トの美 しさに惹かれたためで あるが ,そ の 由来 と

発展 は,他 の工芸品同様,そ の国の歴 史 と環 境に深 く関わ

り合 っている ことが判 る。端布(は ぎれ)を 利用 して衣類

を繕 った り,当 布 を して刺 し子で補強 す るアイデァは,時

と技法の多少の違いはあるに して も,布 類が得難 く,貴 重

で あった生活環境か ら生れ た共通の遮民的発 想であ るが,

その後の発展 形態は所 によりさまざまである。 アメ リカ ン・

キル トはヨーロッパからの移住者が開拓の苦労と貧苦 との戦

いの中か ら作 り出 した もので,そ の技法 は先祖 か ら伝承 さ

れた もので あ る。その美的価値が高 まるにつれて,用 途 も

衣類,ベ ッ ドカバー,敷 物等 の実用品か らイ ンテ リア関係

の装飾品へと拡が ったのである。歴史を記念する文化財 として保存 されている当時のキ

ロ

ル ト作品が,布 類 に不 自由を感 じない現代人に見直 され,そ の価値 を再評価 されて今 日

の ブームを捲 き起 した もので あろ う。 日本で見 られ る この種 の工作 は,分 離 され た もの

が多 く,パ ッチワークと しては,単 に補強,補 修の ための ワン ・パ ッチの類が普通で あ

り・贅沢 な緞子の布地でできた幡な ども,キ ル トされ ないパ ッチワークであ った。 又印

度 か ら渡来 した僧侶の袈裟 は,質 素 を信条 とす る僧 侶の 自戒 の証 と して小布 を接ぎ合わ

せ てあるが・刺 し子 にな っていない。一方,キ ル トは補 強 と袷せ縫 いのためだけに,稽

古着や野良着,綿 入れ等 に施 した もので,パ ッチ ワークの部類 に入 らない。最 近のキル

ト製品 は,防 寒 のため綿や羽毛 を挾んで刺 し子に した衣料 ,布 団,ス ポー ツ着等 の実用

品 ばか りで,今 後 もその動向は変わ らないであろ う。又パ ッチワークの非連続性 を特徴

とす るモザイ ク的技法 も,刺 繍 と織布の中間的芸術 として人 々に愛好 され,受 継がれて

行 くもの と思 われ る。然 し,こ こで強調 したいことは,パ ッチワー ク ・キル トの美的価

値 や芸術上 の将来性を論ず るよ り,原 点 に帰 って創作の動機 と環境条件 を考え直す こと

で ある・僧侶 の袈裟が意 味す る倫理 観や個 々の端布を巧みに利用 したパ ッチワークの理

念を忘 れて,芸 術 的価値 や貨弊価値 だけを追求す る現代社会 の前途 に,或 る種の不安 と

抵抗 を感ず るか らであ る。資源を再生利用 して廃棄 物を減 らし,環 境保護 と リサイ クル

による資源節 約に努める ことの重要性 を認識 しなければ,必 然的 に,人 類 を含 む 自然環

境 の破 壊が急速に進んで行 くことで あろ う。
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